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「
能
登
町
寒
ぶ
り
特
命
大
使
」
に

把
瑠
都
さ
ん
が
就
任

　

5
月
19
日
、「
能
登
町
寒
ぶ
り
特
命
大
使
」
委

嘱
状
交
付
式
が
東
京
都
港
区
の
オ
フ
ィ
ス
北
野
で

行
わ
れ
、
元
大
関
の
把
瑠
都
さ
ん
が
大
使
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

把
瑠
都
さ
ん
は
大
相
撲
引
退
後
、
株
式
会
社
オ

フ
ィ
ス
北
野
に
所
属
し
、
タ
レ
ン
ト
や
格
闘
家
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
Ｂ
Ｓ
―
Ｔ
Ｂ

Ｓ
の
番
組
収
録
で
能
登
町
を
訪
れ
、
大
型
定
置
網

の
寒
ぶ
り
漁
を
体
験
し
、「
の
と
寒
ぶ
り
」
の
美

味
し
さ
や
地
元
漁
師
の
誇
り
と
熱
意
、
能
登
町
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
全
国
に
「
の
と
寒
ぶ
り
」
と
能
登
町
を

発
信
し
、
頑
張
る
若
手
漁
師
を
応
援
し
た
い
と
い

う
把
瑠
都
さ
ん
の
強
い
思
い
か
ら
、
今
回
の
大
使

就
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
は
、
把
瑠
都
さ
ん
が
旬
で
あ
る
こ
と

と
体
格
の
脂
の
の
り
を
「
の
と
寒
ぶ
り
」
に
掛
け
、

来
年
1
月
の
「
の
と
寒
ぶ
り
ま
つ
り
」
へ
の
参
加

と
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

任期は平成 32 年度までの 3 年間

持木町長から委嘱状と特製名刺を受け取った把瑠都さん

　

浜
に
寄
せ
る
波
は
優
し
く
、
訪
れ
る
人
に

安
ら
ぎ
を
与
え
、
カ
ッ
プ
ル
に
幸
せ
を
呼
び

込
む
恋
路
海
水
浴
場
。
浜
の
色
が
五
色
に
変

化
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
き
れ
い
な
五
色
ヶ

浜
海
水
浴
場
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
作
り
は
能
登
町
の
海
水

浴
場
で
ど
う
ぞ
。

開
設
期
間

　

7
月
14
日
㊎
か
ら
8
月
14
日
㊊
ま
で

無
料
設
備

　

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
更
衣
室
、
駐
車
場

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

恋路海岸・五色ヶ浜海水浴場で
楽しい夏のひとときを

魅
せ
ろ
能
登
の
火
消
し
魂

6
月
17
日
　
第
13
回
能
登
町
消
防
団
訓
練
大
会
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「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌



小
木
地
区
の
特
産
で
あ
る
イ
カ
、
そ
し
て
日

本
有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る
小
木
港
の
魅
力

を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
、「
能
登
小
木
港
イ
カ
す

会
」
が
6
月
4
日
、
県
漁
協
小
木
支
所
で
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
お
よ
そ
９
，
１
０
０
人
が
訪
れ

イ
カ
尽
く
し
の
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
木
小
5
・
6
年
生
に
よ
る
鼓
笛
隊
が
小
木
港

周
辺
を
パ
レ
ー
ド
し
、
イ
カ
す
会
の
開
催
を
賑
や

か
に
告
げ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
冷
凍
イ
カ
の

早
抜
き
選
手
権
や
新
鮮
な
イ
カ
の
一
本
釣
り
と
つ

か
み
ど
り
、
県
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
の
調
査
船

「
白
山
丸
」
で
の
イ
カ
釣
漁
業
体
験
な
ど
、
こ
の
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見て、触って、味わって

地
な
ら
で
は
の
ま
さ
に
「
オ
ギ
ジ
ナ
ル
」
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
満
載
で
す
。
能
登
高
校
書
道

部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
小

木
小
児
童
と
、
珠
洲
市
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

「
月げ
っ
か
び
じ
ん

華
舞
人
」、
御
船
太
鼓
保
存
会
、
能
登
小

木
港
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

が
協
力
し
て
大
漁
を
願
う
書
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
通
し
、

イ
カ
の
町
小
木
と
来
場
者
の
想
い
を
つ
な
ぐ

新
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
来

場
者
の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
る
と
会
場
が

温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ず
ら
り

と
並
ん
だ
グ
ル
メ
テ
ナ
ン
ト
で
は
新
鮮
な
イ

カ
な
ど
を
使
っ
た
多
彩
な
料
理
が
提
供
さ

れ
、来
場
者
の
食
欲
を
そ
そ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
木
小
と
小
木
中
生
が
白
山
丸
で
の
漁
業

体
験
航
海
や
、
漁
船
見
学
で
学
習
を
行
い
、

地
元
の
産
業
に
触
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
小
木
小
４
年
生
が
里
海
学
習
に
つ
い
て
発

表
し
、
豊
か
な
里
海
を
大
切
に
す
る
よ
う
呼

び
か
け
ま
し
た
。

鼓
笛
隊
の
元
気
な
演
奏
が
港
町
に
響
き
渡
る

勢いみなぎる作品で今年の大漁を祈願

息のあったコラボレーションを披露

イ
カ
釣
漁
船
の
説
明
を
聞
く
小
木
小
5
年
生

手作りのキーホルダーと共に、「里海を
大切にする心」を渡す小木小 4 年生 海の生き物とふれあう

めざせ！イカ博士！
解剖して楽しくお勉強

イカ釣漁業体験にいざ出港！

ツボ抜きにチャレンジ

難易度が高い空のイカ箱運び 人気のイカの一斉つかみ取り

新
鮮
な
イ
カ
を
一
本
釣
り
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魅
せ
た
、
地
域
を
守
る

消 

防 

魂

　

6
月
17
日
㊏
、
宇
出
津
新
港
水
産
埠

頭
に
お
い
て
第
13 

回
町
消
防
団
訓
練
大

会
が
開
催
さ
れ
、
16
分
団
、
約
２
８
０

人
の
消
防
団
員
が
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

石
川
県
知
事
表
彰

銀
盃
を
授
与
す
る
表
彰

▽
北
川
盛
一
（
白
丸
分
団
長
）
▽
川
端
宏
二

（
宇
出
津
第
１
分
団
副
分
団
長
）
▽
井
上
精

藏
（
宇
出
津
第
１
分
団
班
長
）
▽
鶴
野
雅
之

（
鵜
川
分
団
員
）▽
岩
端
和
夫（
鵜
川
分
団
員
）

▽
干
場
四
十
美
（
岩
井
戸
分
団
副
分
団
長
、

干
場
照
夫
の
妻
）

石
川
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良
消
防
団

▽
秋
吉
分
団（
宮
腰
光
昭
分
団
長
・
団
員
13
名
）

功
労
章

▽
道
下
忠
利
（
上
町
分
団
長
）
▽
金
七
祐
太

郎
（
松
波
分
団
長
）
▽
干
場
照
夫
（
岩
井
戸

分
団
副
分
団
長
）

功
績
章

▽
杉
本
知
夫（
小
木
分
団
長
）
▽
木
村
尚
司

（
宇
出
津
第
２
分
団
長
）
▽
上
井
久
男（
小
間

生
分
団
副
分
団
長
）
▽
廣
瀬
英
人（
小
木
分

団
副
分
団
長
）

勤
続
功
労
章

▽
林　

生
一
郎
（
小
木
分
団
班
長
）
▽
谷
政

祥
悟
（
三
波
分
団
員
）
▽
小
倉
正
寿
（
神
野

分
団
員
）
▽
坂
口　

明
（
白
丸
分
団
員
）
▽

東　

武
司
（
不
動
寺
分
団
員
）
▽
福
池　

功

（
柳
田
分
団
員
）
▽
上
平
裕
太
（
不
動
寺
分

団
員
）
▽
柳
瀬
裕
之
（
上
町
分
団
員
）
▽
菅

原
利
夫
（
小
木
分
団
員
）
▽
小
坂
陽
一
（
神

野
分
団
員
）
▽
岩
坂
崇
寛
（
松
波
分
団
員
）

能
登
町
長
表
彰

団
員
感
謝
状

▽
向
峠
茂
人
（
元
消
防
団
本
部
団
長
）
▽
宮

下
彰
雄
（
元
消
防
団
本
部
副
団
長
）
▽
大
路

雅
美
（
元
消
防
団
本
部
副
団
長
）
▽
坂
下
静

男
（
元
小
間
生
分
団
長
）
▽
魚
棚
勇
人
（
元

松
波
分
団
長
）
▽
舩
本　

隆
（
元
小
木
分
団

副
分
団
長
）
▽
坂
口
明
夫
（
元
三
波
分
団
班

長
）
▽
西
出　

宏
（
元
神
野
分
団
班
長
）
▽

安
田
豊
光
（
元
神
野
分
団
員
）
▽
坂
口
浩
明

（
元
高
倉
分
団
員
）

永
年
勤
続
団
員
の

配
偶
者
等
に
対
す
る
感
謝
状

訓
練
大
会
結
果

総
合
の
部

　

①
柳
田　

②
秋
吉　

③
小
木

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

①
三
波　

②
松
波　

③
秋
吉

小
隊
訓
練
の
部

　

①
宇
出
津
第
一　

②
柳
田　

③
小
木

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
三
波
分

団
は
、
7
月
29
日
㊏
、
石
川
県
消
防
学
校
で

行
わ
れ
る
、
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

第
13
回
能
登
町
消
防
団
訓
練
大
会

参加登録はお済みですか？　1 分間の防災訓練

日時　7 月 10 日月 11:00 から 1分間

　県民一斉防災訓練「シェイ
クアウトいしかわ」は、大地
震が発生した際に、地震の揺
れから身を守るため、「しゃ
がむ、隠れる、じっとする」
といった「安全行動」をとっ
て、各自がどう行動したらよ
いかを考える訓練です。

シェイクアウトいしかわ

問県危機対策課☎ 076-225-1482　FAX:225-1484

①県ホームページから参加登録

②訓練当日に県から送信される訓練開
始合図のメールなどにあわせて、「安全
行動」を約 1 分間実施してください。

シェイクアウトいしかわ 検索

訓練の流れ

　

  地  震
  対  策

できていますか？

　能登半島地震から 10 年が経
過し、地震災害の記憶が薄れて
いませんか。忘れた頃にやって

CHECK

全国消防救助技術訓練大会
 ＆ 

東近畿指導会出場決定！

　6 月 1 日、石川県消防学校で開
催された第 43 回石川県消防救助技
術訓練大会において能登消防署か
ら 13 名が出場し入賞しました。

　ロープ応用登はんチームは、8 月 23 日に宮城県で開催される第

46 回全国消防救助技術訓練大会へ出場、ロープブリッジ救出チー

ムは 7 月 27 日に京都府で開催される第 46 回消防救助東近畿地区

指導会へ石川県の代表として出場します。東近畿大会においては

３位までに入賞すると全国大会へ出場することができます。

　次なる大会での好成績をめざし、日々
訓練に励んでいます。皆様のご声援よ
ろしくお願いします。

・ロープ応用登はんの部
優勝　曽良歩夢・魚棚拓斗チーム

・ロープブリッジ救出の部
4 位　川本康太・水島侑希・善野功太・曽良順平チーム

・ほふく救出の部
2 位　天幸和司・須磨翔太郎・川崎大樹チーム

入
賞
を
受
け
、
6
月
2
日
能
都
庁
舎

で
報
告
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

くるのが災害です。いつ災害が
起きても対応できるように家庭
内の地震対策を行いましょう。

■ ■ ■ ■ ■


